
ファーストイーサネット・スイッチ

FS702TXL/FCL/FTL ユーザーマニュアル

PN J613-M6702-00 Rev.A 990820

この度は、CentreCOM FS702TXL/FCL/FTL（以下、
FS702TXL/FS702FCL/FS702FTL）をお買い上げいた
だきまして誠にありがとうございます。
本製品は、コンパクトでメディア変換に最適なファース
トイーサネット・スイッチです。
切替使用が可能な 10BASE - T / 1 0 0BAS E - T X、
10BASE2、10BASE5ポートに加えて、FS702TXLは
10BASE-T/100BASE-T ポート、FS702FCL/
FS702FTLは100BASE-FXポートを装備し、ネットワー
クの適切な箇所に挿入するだけで、異なる2つのセグメ
ントをブリッジ接続し、トラフィックを低減することが
できます。

特長

○ 8Kのアドレス登録数をサポート
○ 10BASE-T/100BASE-TXポート、および100BASE-
FXポートのFull Duplex/Half Duplex手動設定が可能

○ 10BASE-T/100BASE-TX ポートの 10Mbps/
100Mbps手動設定が可能

○ プッシュスイッチにより切替可能なカスケードポート
を1ポート装備

○ Half Duplex 時のフローコントロール（バックプレッ
シャ機能）をサポート

○ ポートごとの通信状況が一目でわかる LEDを装備
○ 電源内蔵型

梱包内容

最初に梱包箱の中身を確認して、以下のものが入ってい
るかを確認してください。

○ FS702TXL/FS702FCL/FS702FTL本体（1台）
○ 電源ケーブル（1本）
○ 製品保証書（3年保証）
○ 製品仕様書（英文）
○ 調査依頼書
○ お客様インフォメーション登録カード
○ シリアル番号シール
○ ユーザーマニュアル（本書）

また、本製品を移送する場合は、工場出荷時と同じ梱包
箱で再梱包されることが望まれます。
再梱包のために、本製品が納められていた梱包箱、緩衝
材などは捨てずに保管しておいてください。

各部の名称と機能

① MEDIA切替スイッチ
PORT1で、AUI ポートを使用するか、BNCポートを
使用するかの選択を行うためのスイッチです。
出荷時設定は「AUI」（下側）です。

BNC（上側）
BNCポートを使用して、10BASE2の接続を行う場
合は、こちらに設定します。

AUI（下側）
AUIポートを使用して、10BASE5の接続を行う場合
は、こちらに設定します。

② SPEED切替スイッチ
10BASE-T/100BASE-TXポートの通信速度を設
定するためのスイッチです。
出荷時設定は「100M」（下側）です。

10M（上側）
10BASE-T/100BASE-TX ポートの通信速度を
10Mbpsに設定します。

100M（下側）
10BASE-T/100BASE-TX ポートの通信速度を
100Mbpsに設定します。
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③ DUPLEX切替スイッチ
10BASE-T/100BASE-TX ポート、および
100BASE-FXポートの通信モードを設定するため
のスイッチです。
出荷時設定は「Full」（下側）です。

Full（上側）
10BASE-T/100BASE-TX ポート、および
100BASE-FXポートの通信モードをFull Duplexに
設定します。

Half（下側）
10BASE-T/100BASE-TX ポート、および
100BASE-FXポートの通信モードをHalf Duplexに
設定します。

④ BNCポート
10BASE2のシンワイヤーケーブル（細径同軸ケーブ
ル）を接続するためのコネクタです。

⑤ TERMINATORスイッチ
BNCポートに内蔵された50Ωのターミネータ（終端
器）のON/OFFが設定できます。
出荷時設定は「OFF」（左側）です。

ON（右側）
本製品をシンワイヤーケーブルの端に設置する場合
は、「ON」に設定し、シンワイヤーケーブルのBNC
コネクタ（オス）を直接接続します。

OFF（左側）
本製品をシンワイヤーケーブルの途中に設置する場合
は、「OFF」に設定し、T型バルブを用いて2本のシ
ンワイヤーケーブルを接続します。このとき、2本の
シンワイヤーケーブルの両端はそれぞれ50ΩのBNC
用ターミネータで終端させ、T型バルブに接続してく
ださい。

⑥ AUIポート
10BASE5のトランシーバ（AUI）ケーブルを接続する
ためのコネクタです。

⑦ 10BASE-T/100BASE-TXポート
10BASE-T/100BASE-TXのUTPケーブルを接続す
るためのコネクタです。
PORT1は、MDI/MDI-X切替スイッチによって、カス
ケード接続用ポートとして使用することができます。

⑧ MDI/MDI-X切替スイッチ
PORT1の10BASE-T/100BASE-TXポートを、カ
スケード接続用ポートとして使用するか、通常の
10BASE-T/100BASE-TXポートとして使用するか
を設定するためのスイッチです。
出荷時設定は「X PC」（右側）です。

＝ HUB（左側）
カスケード接続をするときのカスケードポート（MDI）
として使用します。

X PC（右側）
通常の10BASE-T/100BASE-TXポート（MDI-X）と
して使用します。

⑨ 100BASE-FXポート（SCコネクタ/STコネクタ）
100BASE-FXのマルチモード光ファイバーケーブル
を接続するためのコネクタです。
FS702FCLのコネクタはSC型、FS702FTLのコネ
クタはST型です。

SCコネクタ（FS702FCL）� STコネクタ（FS702FTL）�

⑩ 電源コネクタ
電源ケーブルを接続するためのコネクタです。

● LED表示
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REWOP 緑 。すまし灯点にきとるいてれさ給供くし正が源電

LOC 橙 し滅点にきとるいてし生発がンョジリコでトーポ
（。すま xelpuDflaH ）時

TCA/KNL 緑
し灯点にきとたしクンリが器機の先続接とトーポ

。すま 注（ 1 　） 行が信送のトッケパでトーポ、たま
。すまし滅点にきとるいてれわ

LLUF 橙 がトーポ xelpuDlluF 灯点にきとるいてし信通で
。すまし

M001 緑
XT-ESAB001/T-ESAB01 、でトーポ DEEPS

「がチッイス替切 M001 とるいてれさ定設に」
。すまし灯点にき 注（ 2）

（注1）BNC/AUIポートを使用している場合は、LNK LEDは
点灯しません。

（注2）100BASE-FXポートの通信速度は100Mbps固定
です。100M LEDは電源投入と同時に点灯します。

設置するまえに

● 設置場所
本製品を設置する場所については、次の点にご注意くだ
さい。
○ 電源ケーブルや各メディアのケーブルに無理な力が加
わるような設置はさけてください。

○ 直射日光のあたる場所、多湿な場所、ほこりの多い場
所に設置しないでください。

○ 傾いた場所や、不安定な場所に設置しないでください。
○ 充分な換気ができるように、本体側面をふさがないよ
うに設置してください。

○ テレビ、ラジオ、無線機などのそばに設置しないでく
ださい。

● 電源
本製品をAC100V～ 120V の電源電圧で使用する場合
は、同梱の電源ケーブルを使用してください。また、指
定された電源電圧以外で使用しないでください。
不適切な電源ケーブルや電源コンセントを使用すると、
発熱による発火や感電のおそれがあります。

接続のしかた

● ケーブル
すべてのケーブルが機器間を接続するために適切な長さ
であることを確認します。

類種 離距長最

T-ESAB01
PTU ルブーケ
ーリゴテカ（ 5/4/3 ）

m001
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PTU ルブーケ

ーリゴテカ（ 5）
m001

XF-ESAB001 ルブーケ光ドーモチルマ
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（ xelpuDlluF ）時
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● 起動と停止
電源ケーブルのソケット側を本体背面の電源コネクタに
接続し、プラグ側を電源コンセントに差し込むと起動し
ます。

本製品には電源スイッチがありません。電源ケー
ブルを電源コンセントに接続した時点で、電源が
入りますのでご注意ください。

電源ケーブルのプラグ側を電源コンセントに差し
込んだまま、ソケット側を抜かないでください。感
電事故を引き起こすおそれがあります。

● 通信速度 /通信モード
○ 10BASE-T/100BASE-TXポート
SPEED/DUPLEX切替スイッチを使用して、次の表の○
印の組み合わせになるように設定してください。
接続先の機器（ポート）がオートネゴシエーションの場合
は、本製品のDUPLEX切替スイッチを「Half」に設定し
ます。

LTF/LCF/LXT207SFMOCertneC
XT-ESAB001/T-ESAB01 トーポ

flaHM01 lluFM01 flaHM001 lluFM001

先続接

flaHM01 ◯ ― ― ―

lluFM01 ― ◯ ― ―

flaHM001 ― ― ◯ ―

lluFM001 ― ― ― ◯

ゴネトーオ ◯ ― ◯ ―

○ 100BASE-FXポート
100BASE-FXポートの通信速度は100Mbps固定です。
通信モードは接続先の機器に合わせてDUPLEX切替ス
イッチを「Full」か「Half」に設定します。

○ BNC/AUIポート
BNC/AUIポートの通信速度は10Mbps固定、通信モー
ドはHafl Duplex 固定となります。

● 接続手順
1. 本体背面の各ポートと接続先の機器を適切なケーブル
で接続します。

○ 10BASE-T/100BASE-TXポート
UTPケーブルで接続します。
SPEED/DUPLEX切替スイッチを使用して、接続先
の機器に合わせた通信速度/通信モードに設定します。

○ 100BASE-FXポート
マルチモード光ファイバーケーブ
ルで接続します。
マルチモード光ファイバーケーブ
ルは、2本で1対となっています。
一方の機器の TX をもう一方の機
器のRXと、一方の機器のRXをも
う一方の機器のTXと接続します。

DUPLEX切替スイッチを使用して、接続先の機器に
合わせて「Full」か「Half」に設定します。

○ BNCポート
シンワイヤーケーブルで接続します。
MEDIA 切替スイッチを「BNC」（上側）にして、
T E R M I N A T O R スイッチを設定します。
（TERMINATORスイッチの設定については、「トラブ
ルシューティング」を参照してください。）

○ AUI ポート
トランシーバ（AUI）ケーブルを用いてトランシーバを
接続し、MEDIA切替スイッチを「AUI」（下側）にし
ます。

2. 電源ケーブルのソケット側を本体背面の電源コネクタ
に接続し、プラグ側を電源コンセントに差し込みます。

3. 本体前面のPOWER LEDが点灯したことを確認しま
す。各ケーブルが正しく接続され、接続先の機器の電
源が入っていれば、接続したポートの LNK/ACT
LEDが点灯します。

カスケード接続

PORT1の10BASE-T/100BASE-TXポートを使用す
ると、ケーブルを変更することなく簡単にカスケード接
続することができます。
また、スイッチ同士のカスケード接続は、カスケードで
きる数に理論上の制限がありません。そのため、用途に
合わせてネットワークを拡張することができます。

カスケードの段数はネットワーク上で動作してい
るアプリケーションのタイムアウトによって制限

される場合があります。

カスケード接続をする場合は、本体背面 PORT1 の
10BASE-T/100BASE-TXポートにUTPケーブル（ス
トレートタイプ）を接続し、MDI/MDI-X切替スイッチを
「= HUB（MDI）」に設定します。
UTPケーブルのもう一方の端は、接続先の機器の通常の
10BASE-T/100BASE-TXポートに接続します。

POWER

10/100BASE-TXAUIBNC

X PC= HUB

PORT 1

TERMINATOR CASCADE

OFF ON

100BASE-FX
TX RX

PORT 2

POWER

10/100BASE-TX10/100BASE-TXAUIBNC

X PC= HUB

PORT 2PORT 1

TERMINATOR CASCADE

OFF ON

UTPケーブル�
100m MAX

X PC= HUB

CASCADE

光ネットワークへ�

X PC= HUB

CASCADE

図2　カスケード接続の例

ネットワーク構成例

PORT1の各メディアに対応した構成例を図で示します。
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図3　10BASE-T/100BASE-TXポートを使用した例
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トラブルシューティング

本製品が正しく動作しない場合は、次のことを確認して
ください。

● POWER LEDは点灯していますか？

POWER LEDが点灯していない場合は、電源ケーブルに
断線がないか、電源ケーブルが正しく接続されているか、
正しい電源電圧のコンセントを使用しているかなどを確
認してください。

● LNK/ACT LEDは点灯していますか？

LNK/ACT LEDは接続先の機器と正しく接続されている
ときに点灯します。
点灯しない場合、以下のことを確認してください。

○ 接続先の機器に電源が入っているか確認してくださ
い。また、端末に取り付けられているネットワークイ
ンターフェイスカードに障害がないか、ネットワーク
インターフェイスカードに正しくケーブルが接続され
ているか確認してください。

○ 光ファイバーケーブルが正しく接続されているか、正
しい光ファイバーケーブルを使用しているか、光ファ
イバーケーブルが断線していないかなどを確認してく
ださい。
ケーブルは、次のようなGI型マルチモード光ファイ
バーケーブルを使用してください。

μ（英石 m） 長波
μ（ m）

性特送伝

アコ ドッラク 失損送伝 域帯送伝

5.26 521 3.1 5.1
mk/Bd 下以

005
zHM ・ mk 上以

05 521 3.1 0.1
mk/Bd 下以

005
zHM ・ mk 上以

また、ケーブルの長さが制限を越えていないか確認し
てください。光ファイバーケーブルは、Full Duplexの
場合、最長2000m、Half Duplexの場合、最長412m
と規定されています。
さらに、光ファイバーケーブルがクロス接続（TX→
RX、RX→TX）になっているかを確認してください。

RX�TX�

RX�TX�
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○ UTP ケーブルが正しく接続されているか、正しい
UTPケーブルを使用しているか、UTPケーブルが断
線していないかなどを確認してください。
また、ケーブルの長さが制限を越えていないか確認し
てください。2つのネットワーク機器の直接リンクを
形成するUTPケーブルは、最長100mと規定されて
います。

○ 特定のポートが故障している可能性もあります。
ケーブルを別のポートに差し替えて、正常に動作する
かを確認してください。

● 各スイッチの設定は正しく行われていますか？

○ MEDIA切替スイッチの設定を確認してください。
PORT1で、BNCポートを使用して、10BASE2の接
続を行う場合は「BNC」に、AUIポートを使用して、
10BASE5の接続を行う場合は「AUI」に設定します。

○ MDI/MDI-X 切替スイッチの設定を確認してくださ
い。
PORT1の 10BASE-T/100BASE-TXポートを使
用して、リピーターやスイッチとカスケード接続する
場合は、本製品のMDI/MDI-X 切替スイッチを「=
HUB（MD I）」に設定してください。PORT1 の
10BASE-T/100BASE-TXポート同士をカスケー
ド接続する場合は、一方を「= HUB（MDI）」に、もう
一方を「X PC（MDI-X）」に設定します。

○ 通信速度 /通信モードの設定を確認してください。
10BASE-T/100BASE-TX ポートは、SPEED/
DUPLEX 切替スイッチを使用して、接続先の機器
（ポート）と同じ通信速度/通信モードになるように設
定してください。
オートネゴシエーションとFull Duplex固定の両方を
サポートしている機器（ポート）と本製品を F u l l
Duplex で通信させる場合は、接続先の機器（ポート）
をFull Duplex固定に設定してください。
接続先の機器（ポート）がオートネゴシエーションのみ
をサポートしている場合は、DUPLEX切替スイッチ
を「Half」に設定します。

100BASE-FXポートの通信速度は、SPEED切替ス
イッチの設定に関わらず、100Mbps 固定となりま
す。通信モードは、DUPLEX切替スイッチを使用し
て、接続先の機器（ポート）に合わせて「Full」か「Half」
に設定します。

BNC/AUIポートは、SPEED/DUPLEX切替スイッチ
の設定に関わらず、通信速度は10Mbps固定、通信
モードばHalf Duplex 固定となります。

○ TERMINATORスイッチの設定は正しいですか？
シンワイヤーケーブルの両端にBNC用ターミネータ
が正しく接続されているかどうか、また、両端のター
ミネータ以外に余計なターミネータが接続されていな
いかどうか確認してください。
TERMINATORスイッチが「ON」に設定されている
場合は、50Ωの内蔵ターミネータがONの状態とな
りますので、ターミネータを接続する必要はありませ
ん。シンワイヤーケーブルの BNC コネクタを直接
BNCポートへ接続します。
BNCポートにT型バルブを用いて、2本のシンワイ
ヤーケーブルを接続する場合は、内蔵ターミネータを
OFF の状態にする必要があります。その場合は、
TERMINATORスイッチを「OFF」に設定し、それぞ
れ 50 Ωのターミネータを接続した 2 本のシンワイ
ヤーケーブルをT型バルブに接続してください。

BNC T型バルブ� BNCコネクタ�
（オス）�

BNCコネクタ�
（オス）�

T型バルブを使用する場合�

BNCコネクタ�
（オス）�

T型バルブを使用しない場合�

AUBNC

P

TERMINATOR

OFF ON

AUBNC

P

TERMINATOR

OFF ON

● 100Mリピーター使用時の最大ケーブル長
○ 2セグメントの最大ケーブル長（Class IIリピーター1台）
Class II リピーター1台を使用した構成で、2セグメ
ントとも 100BASE-TX の場合、最大ケーブル長は
200m以内となります。

MDI

POWER

10/100BASE-TX10/100BASE-TXAUIBNC

X PC= HUB

PORT 2PORT 1

TERMINATOR CASCADE

OFF ON

UTP 100m

最
長
 2
0
0
mUTP 100m

Class II リピーター1台を使用した構成で、2セグメ
ントとも100BASE-FXの場合は、最大ケーブル長（セ
グメントA＋セグメントBの合計）が320m以内とな
ります。

TX RX

TX RX
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Class IIリピーター1台を使用した構成で、各セグメ
ントに100BASE-TXと100BASE-FXが混在してい
る場合は、最大ケーブル長（セグメントA＋セグメン
トBの合計）が308.8m以内となります。
100BASE-TXのセグメントBに最大100mを使用し
た場合、308.8m－100m＝208.8mが100BASE-FX
で使用できる最大ケーブル長となります。

MDITX RX

POWER
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A: MMF 208.8m

○ 3セグメントの最大ケーブル長（Cllass IIリピーター2台）
Class II リピーター2台を使用した構成で、3セグメ
ントとも 100BASE-TX の場合、最大ケーブル長は
205m以内となります。
リピーター間の接続は、最大ケーブル長が5m以内と
なります。

MDI

MDI

POWER
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UTP 5m

Class II リピーター2台を使用した構成で、3セグメ
ントとも100BASE-FXの場合は、最大ケーブル長（セ
グメントA＋セグメントB＋セグメントCの合計）が
228m以内となります。
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Class IIリピーター2台を使用した構成で、各セグメ
ントに100BASE-TXと100BASE-FXが混在してい
る場合は、最大ケーブル長（セグメントA＋セグメン
トBの合計）が216.2m以内となります。
100BASE-TXのセグメントAに最大100m、セグメ
ントBに 5mを使用した場合、216.2m － 105m ＝
111.2mが100BASE-FXで使用できる最大ケーブル
長となります。
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製品仕様

○ サポート規格　
IEEE802.3/IEEE802.3u

○ 100BASE-FX
（マルチモード光ファイバーSC/ST型コネクタ）
波長 ：1300nm
送信光パワー ：-20.0dBm～ -14.0dBm
受光感度 ：-31.0dBm以下

○ 転送モード
ストア＆フォワード

○ 電源部
定格入力電圧 ：AC 100-240V
入力電圧範囲 ：AC 90～ 265V
定格周波数 ：50/60Hz
最大入力電流 ：0.5A
平均消費電力 ：17W （最大24W）
平均発熱量 ：15kcal/h （最大 20kcal/h）

○ 環境条件

保管時温度 ：-20～ 60℃
保管時湿度 ：95%以下（ただし、結露なきこと）
動作温度 ：0～ 40℃
動作湿度 ：80%以下（ただし、結露なきこと）

○ 外形寸法（突起部含まず）

：263（W） x 179（D） x 38（H）mm

○ 重量
：1.5kg

○ アドレス登録数

：8K

○ アドレス保持時間
：300～ 600sec

○ メモリ容量

：512K bytes

○ 適用規格
安全規格 ：UL1950　CSA C22.2 No.950
EMI ：VCCI クラスA

　この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会
（ＶＣＣＩ）の基準に基づくクラスA情報記述装置です。
この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こす
ことがあります。この場合には使用者が適切な対策を講
ずるよう要求されることがあります。

保証

製品に添付されている「製品保証書」の「製品保証規定」
をお読みなり、「お客様インフォメーション登録カード」
に必要事項を記入して、当社「お客様インフォメーショ
ン登録係」までご返送ください。「お客様インフォメー
ション登録カード」が返送されていない場合、修理や障
害発生時のサポートなどが受けられません。

● 保証の制限
本製品の使用または使用不能によって生じたいかなる損
害（人の生命・身体に対する被害、事業の中断、事業情報
の損失またはその他の金銭的損害を含み、またこれらに
限定されない）については、弊社はその責をいっさい負わ
ないこととします。

ユーザーサポート

障害回避などのユーザーサポートは、別紙の「調査依頼
書」をコピーしたものに必要事項をご記入の上、下記の
番号までFAXしてください。
できるだけ電話による直接のお問い合わせは避けてくだ
さい。FAXによって詳細な情報を送付いただくほうが、電
話によるお問い合わせよりも早く問題を解決することが
できます。
記入内容の詳細は、「調査依頼書のご記入にあたって」を
ご覧ください。

●アライドレテシス サポートセンター●
Tel： 0120-860-772

月～金（祝・祭日を除く） 10:00-19:00

土（祝・祭日を除く） 10:00-17:00
Fax： 0120-860-662
年中無休24時間受け付け

調査依頼書のご記入にあたって

調査依頼書は、お客様のご使用環境で発生した様々な障
害の原因を突き止めるためにご記入いだだくものです。
障害を解決するためにも以下の点にそって、十分な情報
をお知らせください。
記入用紙に書ききれない場合は、別途プリントアウトな
どを添付してください。

● 使用しているハードウエアについて

○ 製品名、製品のシリアル番号（S/N）、リビジョン
（Rev）を調査依頼書に記入してください。
製品のシリアル番号、リビジョンは、製品の底面に貼
付されているバーコードシール（シリアル番号シール）
に記載されています。

（例） 
S/N 0047744990805087 Rev A1

● お問い合わせ内容について

○ どのような症状が発生するのか、またそれはどのよう
な状況で発生するのかを出来る限り具体的に（再現で
きるように）記入してください。

○ エラーメッセージやエラーコードが表示される場合に
は、表示されるメッセージ内容のプリントアウトなど
を添付してください。

● ネットワーク構成について

○ ネットワークとの接続状況や、使用されているネット
ワーク機器がわかる簡単な図を添付してください。

○ 他社の製品をご使用の場合は、メーカー名、機種名、
バージョンなどをご記入ください。

おことわり

○ 本書は、アライドテレシス株式会社が作成したもの
で、全ての権利を弊社が保有しています。弊社に無断
で本書の一部または全部をコピーすることを禁じま
す。

○ 予告なく本書の一部または全体を修正、変更すること
がありますがご了承ください。

○ 改良のため製品の仕様を予告なく変更することがあり
ますがご了承ください。

○ 本装置の内容またはその仕様により発生した損害につ
いては、いかなる責任も負いかねますのでご了承くだ
さい。

Copyright © 1999 アライドテレシス株式会社

商標

CentreCOMは、アライドテレシス株式会社の登録商標で
す。

マニュアルバージョン

1999年 10月 　Rev.A 初版

通風口はふさがない�

ふさがない�

内部に熱がこもり、�火災の原因と�
なります。�

湿気やほこりの多いところ�

設置場所注意�

油煙や湯気のあたる場所�
には置かない�
火災や感電の原因となります。�

設置・移動のときは電源プラグを抜く�

プラグを抜け�

感電の原因となります。�

電源ケーブルを傷つけない�

傷つけない�

火災や感電の原因となります。�
電源ケーブルやプラグの取扱上の注意：�
・�加工しない、�傷つけない。�
・�重いものを載せない。�
・�熱器具に近づけない、加熱しない。�
・�電源ケーブルをコンセントから抜くときは、�必ずプラグを�
持って抜く。�

光源をのぞきこまない�

のぞかない�

目に障害が発生する場合があります。�
光ファイバーケーブルのコネクタ、�ケーブルの断�
面、�製品本体のコネクタなどをのぞきこまないで�
ください。�

ご使用にあたってのお願い�

次のような場所での使用や保管はしないでください�
・�直射日光の当たる場所�
・�暖房器具の近くなどの高温になる場所�
・�急激な温度変化のある場所�（結露するような場所）�

・�湿気の多い場所や、�水などの液体がかかる場所�（湿度�80％以�
下の環境でご使用ください）�

・�振動の激しい場所�
・�ほこりの多い場所や、�ジュ�ータ�ンを�敷い�た場�所�（静�電気障�害の�
原因になります）�

・�腐食性ガスの発生する場所�

    

 

取り扱いはていねいに�
落としたり、�ぶつけたり、�強いショックを与えな�
いでください。�

お手入れについて�

清掃するときは電源を切った状態で�
誤動作の原因になります。�

機器は、乾いた柔らかい�

ぬらすな�

 
中�
性���

中性洗剤�
�使用�

 

堅く絞る�

布で拭く�
汚れがひどい場合は、柔らか�
い�布�に�薄�め�た�台�所�用�洗�剤�（�中�
性）�をしみこませ、�堅く絞った�
ものでふき、乾いた柔らかい�
布で仕上げてください。�

お手入れには次のものは使わないで�

シンナー類�
� 禁止�

ください�
石油�・�みがき粉�・�シンナー�・�ベンジン�・�ワックス�・�
熱湯�・�粉せっけん�（化学ぞうきんをご使用のとき�
は、その注意書に従ってください）�

警告�

分解や改造をしない�

分解禁止�

本製品は、�取扱説明書に記載のな�
い分解や改造はしないでくださ�
い。�火災や感電、�けがの原因とな�
ります。�

雷のときはケーブル類・�

雷のときはさわらない�

機器類にさわらない�
感電の原因となります。�

異物は入れない　水は禁物�

異物厳禁�

火災や感電の恐れがあります。�水�
や異物を入れないように注意して�
ください。�万一水や異物が入った�
場合は、�電源プラグをコンセント�
から抜いてください。�

表示以外の電圧では使用しない�

100~240V

電圧注意�

火災や感電の原因となります。�本製品は�AC100
- 240Vで動作します。�なお、�本製品に付属の電�
源ケーブルは�100V用ですのでご注意ください。�

正しい電源ケーブル・コンセントを�

3ピン�
�コンセント�

使用する�
不適切な電源ケーブル�・�コンセントは火災や感電�
の原因となります。�
接地端子付きの�3ピン電源ケーブルを使用し、�接�
地端子付きの�3ピン電源コンセントに接続して�
ください。�

コンセントや配線器具の定格を超える�

たこ足禁止�

使い方はしない�
たこ足配線などで定格を超えると発熱による火災�
の原因となります。�

　� 必ずお守りください�安全のために�

下記の注意事項を守らないと�
火災・感電により、死亡や大けがの�
原因となります。�
�
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一般事項

1.御社名：

部署名： ご担当者：

ご連絡先住所：〒

TEL：　　 （　　　） FAX： （　　　）

2.購入先： 購入年月日：

購入先担当者： 連絡先（TEL）： （　　　）

ハードウェアとネットワーク構成

1.ご使用のハードウェア機種（製品名）、シリアル番号（S/N）、リビジョン（Rev）

製品名： CentreCOM FS702TXL・FS702FCL・FS702FTL

（ご使用の製品名を○で囲んでください。）

S/N                                       Rev   

2.お問い合わせ内容 □別紙あり □別紙なし

□設置中に起こっている障害 □設置後、運用中に起こっている障害

3.ネットワーク構成図 □別紙あり □別紙なし

簡単なもので結構ですからご記入をお願いします。

調査依頼書（  FS702TXL/FCL/FTL）
年　　月　　日　

アライドテレシス株式会社
PN J613-M6702-01 Rev.A 990914


